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当研究室では主に宿主と感染病原体の免疫学的相互作用を解析しています。 マラリア・トキソプラズマ・トリパノソー

マ原虫などが原因の種々の原虫感染症に我々人類は年間新たに数億人が感染しており、効果的な治療法が未だ確立

されておらず毎年数百万人が命を落としています。ウイルスや細菌と異なり、原虫は真核生物でありその多くは宿主細

胞内に寄生胞と呼ばれる特殊なオルガネラを形成し、宿主との間で巧妙な相互作用を行って感染を成立させています。

また原虫由来分子を標的とした薬剤に対する耐性原虫が出現し問題となっている昨今、この寄生胞という特殊な「原虫

―宿主間の相互作用」の場に着目してその成立に深く関与する原虫由来因子と相互作用する宿主因子を同定すること

は、原虫感染症のみならず、原虫感染症の排除に同様の I 型免疫系が重要であるウイルスや細菌などの他感染症の

克服のための新規治療戦略の分子基盤や「がん免疫治療」のための新たなプラットホームを提供しうるものとして生体

防御医学研究の中心のトピックの一つとなっています。 

 現在、当研究室で進行中の具体的なプロジェクトとしては、トキソプラズマ原虫をモデル病原性寄生虫として取り上げ、 

① 病原性原虫のエフェクター機構の解析による新規免疫系関連分子の探索  

② 原虫を破壊しようとする宿主免疫機構の解析 

③ 新規の免疫担当細胞の解析 

をゲノム編集、発生工学、細胞生物学、生化学など様々な手法を使って行っています。 

 
 当研究室では大学院生、ポスドク、スタッフがそれぞれ独立したテーマを相互に助け合いながら、これまでに 
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 などを研究論文や欧米各地のグループと様々な共同研究論文を発表しています。 

 

また卒業生は、大学助教（阪大、大分大）、特任助教（阪大）、ポスドク（阪大、東北大）、企業（研究開発職）など様々な

進路です。気軽に研究室に来てください。 
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